
海外グループ環境問題連絡会議�
�

北米、アジア・オセアニア、欧州の各社の環境担当責任者で構成された会議

であり、その第２回目を川崎工場で2日間にわたり開催しました（計21社、29名

参加）。各社の情報交換をはじめ、グループ共通課題の討議を行いました。�

＜主な討議結果＞�

 ■ 環境マネジメントシステムに関する情報共有化推進のため、各地域ごとに�

  窓口となる会社を設置�

 ■ 包装材リサイクル推進のため、海外向け包装材の最少化および標準化を�

  推進�

 ■ 各拠点の環境関連ホームページの相互リンクによる環境情報共有化�

国内・海外の関係会社と一体となって環境問題に取り組ん

でいくため、連絡会議を定期的に開催しています。また、グ

ループ全体での展示会、表彰制度、フォトコンテストなども実

施しています。�

関係会社環境問題連絡会議�

国内製造会社を中心とした関係会社（計36社）の環境担当責任者で構成さ

れた会議であり、各社の取り組み状況や法規制などの情報交換、グループ共

通課題の討議を行いました（計2回開催：通算9回開催）。�

＜主な討議結果＞�

 ■ 環境マネジメントシステム構築ノウハウや認証取得時期などのイントラネッ�

   トによる情報共有の推進�

 ■ 各社におけるグリーン調達の準備・推進�

また、各社の優れた環境技術・ノウハウをグループ内に展開するため、取り組

みテーマごとの技術交流会も開催しました（計5回：通算21回）。�

＜技術交流会の開催テーマ＞�

 ■ 環境マネジメントシステム�

 ■ 製品リサイクル対策�

 ■ 工場廃棄物減量化対策�

 ■ 省エネルギー対策�

例えば、工場廃棄物減量化対策の技術交流会では、紙くず、汚泥、廃プラス

チックごとに分科会をつくり、技術の検討や展開を行いました。�
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第8回関係会社環境問題連絡会議�
�

第2回海外グループ環境問題連絡会議�

グループ一体となった�
取り組み�
�
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海外環境情報ネットワーク�
�

海外の関係会社を結ぶネットワークを通じ、環境情報を提供しました。�

＜主な情報提供例＞�

 ■ 欧州での同業他社の活動状況�

 ■ オフィス機器などに関する省エネルギー関連国際規制動向�

 ■ 環境シンボルマーク使用基準の改定版�

 ■ 環境貢献賞や環境フォトコンテストの募集�

＜ネットワーク参加社数＞�
�北米・南米�

�アジア・オセアニア�

�欧州　　　　　　　　　（計21カ国：54社）�

＜参加会社＞�

 ■ 北米�

富士通 コンピュータ・プロダクツ・オブ・アメリカ�

富士通 ネットワーク・コミュニケーションズ�

富士通 マイクロエレクトロニクス�

富士通 PCコーポレーション�

アムダール　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すべてアメリカ）�

 ■ アジア・オセアニア�

富士通 コンポーネント・マレーシア�

富士通 マイクロエレクトロニクス・マレーシア�

富士通 コンピュータ・システムズ・マレーシア�

富士通 マイクロエレクトロニクス・アジア�

富士通 タイランド�

富士通 コンピュータ・プロダクツ・オブ・ベトナム�

富士通 オーストラリア�

■ 欧州�

富士通 ICLエスパーニャ�

富士通 ドイツ�

富士通 マイクロエレクトロニクス・ドイツ�

富士通 イタリア�

富士通 テレコミュニケーションズ・ヨーロッパ�

富士通 マイクロエレクトロニクス�

富士通 マイクロエレクトロニクス・アイルランド�

富士通 アイソテック・アイルランド�

富士通 ICLコンピューターズ�

（マレーシア）�

（マレーシア）�

（マレーシア）�

（シンガポール）�

（タイ）�

（ベトナム）�

（オーストラリア）�

�

（スペイン）�

（ドイツ）�

（ドイツ）�

（イタリア）�

（イギリス）�

（イギリス）�

（アイルランド）�

（アイルランド）�

（フィンランド）�

�

14�
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環境貢献賞�

環境保全活動に関して優れた成果をあげた工場、部門、個人を表彰する制

度として1995年度より毎年度実施しています。1997年度は、計44件（国内38件、

海外6件）の応募の中から環境貢献賞5件、環境貢献奨励賞10件が選ばれ、

環境担当役員による表彰を行いました。�

＜受賞テーマ＞�

 環境貢献賞�

 ■ 環境に配慮した新工場建屋の建設推進�
　（那須工場　新棟建設推進WG実行メンバー）�

 ■ 北1番館空調のインバータ導入による省エネルギー活動�
　（小山工場　総務部環境管理課　省エネグループ）�

 ■ 生分解性プラスチックを用いたLSI梱包材料の開発�
　（生分解性プラスチックグループ）�

 ■ 各種環境保全活動とISO14001の取得�
　（PFU　笠島工場）�

 ■ 汚染防止および資源保護活動�
　（アムダール　本社) 
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環境貢献賞の表彰式�

’97 富士通グループ環境発表会�

’97 富士通グループ環境展�

'97 富士通グループ環境展�
�

環境意識の向上や技術交流を図るため、グループ各社の環境保全への取り

組みや技術を一堂に紹介した、第3回目となる展示会を開催しました。グルー

プ従業員だけではなく、お客様や行政・業界関係者の方 に々もご来場いただ

きました。また、展示を行った技術などを中心にした「'97 富士通グループ環境

発表会」も併催しました。�

＜展示会概要＞�
 ■ テ  ー  マ ： 「新たな創造  －エコ・アクション富士通－」�
 ■ 出 展 数 ： 計61件（社内8部門、国内関係会社17社、�
　　　　　　海外関係会社3社より）�
 ■ 出展内容 ： 製品の環境関連技術、省エネルギー対策技術、�
　　　　　　廃棄物減量化対策技術、環境マネジメントシステム、�
　　　　　　環境関連ソフトウェア、緑化活動  など�
 ■ 来場者数 ： 計2,400名／3日間�

＜発表会概要＞�
 ■ 発表件数 ： 計5件�
 ■ 来場者数 ： 100名／日�

グループ一体となった�
取り組み�
�
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環境フォトコンテスト�

写真を通じて環境保全の大切さを訴えるコンテストを1995年度より毎年度実

施しています。1997年度は、前年度を上回る計75件（国内39件、海外36件）

の応募があり、最優秀賞1件、優秀賞2件、入賞5件、佳作8件が選ばれました。�

（3）リサイクルを待つ空カン�
�
�
最優秀賞作品�

題名 ： 愛してますか？地球（組写真）�
         （青森富士通ゼネラル）�
�
ストーリー：超粗大ゴミが解体され、リサイクルされて自然へ還元されるという物語。�
�

（1）放置された超粗大ゴミ�
�

（4）森林が地球を救う�
�

（2）解体しやすいですか？�


